



































 EBM の後を追う様に浸透した Narrative-Based-Medicine（以下 NBM と略す）は，誤解に基づく過剰
な科学性に警鐘を鳴らし，NBM は EBM を否定するものでも，対抗するものでもなく，患者中心，人間
中心の医療を実現するために，車の両輪として機能するものであると述べている。（斎藤，2016b）
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